


旅行のお供に度  ★★★ 

初心者もわかりやすい度 ★★★ 

現地で話のネタになる度 ★★☆

実物が見たくなる度 ★★★ 

お堅い教科書度 ★★★

画家ダ・ヴィンチへの敬意度 ★★★ 

意外な人間像度 ★★★ 

 カラー図版度 ☆☆☆ 

読みやすさ度 ★★★

レオナルド肉薄度 ★★★

図版充実度 ★★★ 

専門度 ★★☆

レオナルド美食家度 ★★★ 

 レシピ充実度 ★★☆ 

作ってみたい度 ★★☆

偉大さ再確認度  ★★★ 

満腹度 ★★☆

実物が観たくなる度 ★★★ 

「もはやレオナルドの作品ではない…」というほど、誤った加筆が
繰り返された《最後の晩餐》。本書は、1999 年に完了した修復で
明らかになった食卓の食べ物や内装などを豊富な写真解説で紹介し
ています。CG による再現も行われ、当時の鮮やかな晩餐図の雰囲
気も味わえますよ。旅行のお供＆予習としてもオススメです！ 

2011 年～ 2012 年にロンドン・ナショナル・ギャラリーで開催さ
れたレオナルド展の図録です。二つの《岩窟の聖母》を並べて展示
するなど「世紀の大展覧会」といわれ、ミラノ時代のレオナルドに
焦点を当てた話題の特別展でした。今回の「天才の肖像」展に行く
前にページをめくってみることで、実物と向き合ったときの感動が
きっと増すと思います。

ボッティチェッリ先輩に比べると世渡り下手なレオナルド。創意
と知性と好奇心を武器に、なんとか生き残ろうとするレオナルド。
空想科学的なアイデアいっぱいの夢想家レオナルド。「万能の天才」
の素顔に想いを馳せるうち、彼の人間臭さが漂ってきて、悩みつ
つも奮闘する姿に親近感が湧いてくる一冊。 

科学者としてのレオナルドに迫りたい方には、人体解剖に関する彼
の手稿が豊富に載ったこの一冊を。精緻に描かれた筋肉や骨格のス
ケッチからは、鋭い観察眼や卓越した技術はもちろん、崇高な美し
さすら感じられます。鏡文字で書かれた、彼の人柄が垣間見える文
章も必見。 

料理研究家である著者が、レオナルドやミケランジェロの手稿を参
考に、彼らが当時いったい何を食べていたのかを探求するエッセイ。
豊富な食材や食器のスケッチも登場し、レオナルドファンにも、料
理好きにもたまらない一冊です。アレンジレシピも掲載されており、
歴史を知って実際に作ってみたいという方にもオススメ。

絵画史上、最も複製されてきたレオナルドの《モナ・リザ》。「模写
から創造へ」というテーマのもと 2000 年に東京都美術館ほかで開
かれた同名展覧会の図録です。いわば「なりきり《モナ・リザ》シ
スターズ写真集」!?　正当派の模写、影響を受けた作品、一部分だ
けで表現したもの、中にはその名前だけを使った作品まで！堅い話
は抜きにして《モナ・リザ》の百変化が楽しめます。 
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「レオナルド・ダ・ヴィンチ 復活
『最後の晩餐』」

「Leonardo da Vinci Painter 
at the Court of Milan」

「レオナルド・ダ・ヴィンチという神話」

「レオナルド・ダ・ヴィンチ人体解剖図
女王陛下のコレクションから」

「レオナルド・ダ・ヴィンチの食卓」

「モナ・リザ　１００の微笑」

「ライぶらり」で掲載されているオススメ書籍は全て、東京都美術館内
１F 美術情報室で閲覧が可能です。ぜひお気軽に足をお運びください。
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